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第
56
回
日
本
薬
剤
師
会
学
術
大
会
が
「
和
の
心
―
未
来
へ
」
を
テ
ー
マ
に
17
、
18
日
の

２
日
間
、
和
歌
山
市
の
和
歌
山
県
民
文
化
会
館
、
和
歌
山
城
ホ
ー
ル
、
和
歌
山
県
立
医
科

大
学
薬
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
５
会
場
で
開
か
れ
る
。
前
大
会
に
続
き
今
回
も
現
地
開
催

と
ウ
ェ
ブ
開
催
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
。
分
科
会
で
は
、
未
来
を
見
据
え
た
薬
剤

師
の
姿
や
、
海
外
の
薬
剤
師
業
務
と
の
比
較
、
へ
き
地
・
過
疎
地
で
の
薬
剤
師
の
役
割
、

災
害
発
生
時
の
対
応
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
大
会
運
営
委

員
長
の
稲
葉
眞
也
氏
（
和
歌
山
県
薬
剤
師
会
会
長
）
に
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
込
め
た
思
い

や
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
聞
い
た
。

　

―
―「
和
の
心
―
未
来
へ
」

と
い
う
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
込

め
た
思
い
は
。

　

薬
剤
師
が
進
む
べ
き
道
と

し
て
、
対
物
業
務
か
ら
対
人

業
務
へ
と
い
う
方
向
性
が
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

調
剤
室
に
と
ど
ま
ら
ず
広
く

外
へ
出
て
行
き
な
さ
い
、
と

い
う
意
味
も
あ
る
と
受
け
止

め
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
薬
剤
師
は

今
後
、
地
域
の
医
師
や
看
護

師
な
ど
医
療
従
事
者
と
の
連

携
や
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

や
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
介
護
従
事

　

―
―
近
年
の
薬
剤
師
を
取

り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
。

　

薬
剤
師
の
責
任
は
増
し
、

業
務
は
確
実
に
広
が
っ
て
い

る
。
国
民
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
薬
剤
師
を
ど
う
教
育
す

る
か
が
大
き
な
課
題
に
な

る
。
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し

つ
つ
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
報

酬
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努

め
な
い
と
、
優
秀
な
人
材
が

和
歌
山
県
で
初
の
大
会
開
催
へ

大
会
運
営
委
員
長
　

稲
葉 

眞
也
氏
（
和
歌
山
県
薬
剤
師
会
会
長
）

に
聞
く

人
材
教
育
が
大
き
な
課
題

信
頼
獲
得
に
は
行
動
必
要

薬
学
や
薬
剤
師
を
目
指
さ
な

く
な
る
。

　

―
―
和
歌
山
県
に
薬
学
部

が
で
き
た
影
響
は
。

　

こ
れ
ま
で
薬
学
部
の
な
い

悲
哀
を
ず
っ
と
感
じ
て
い

た
。
和
歌
山
県
立
医
大
薬
学

部
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
各

種
研
修
会
や
薬
剤
師
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
な
ど
様
々
な
こ
と

が
可
能
に
な
る
と
期
待
し
て

い
る
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
学

位
を
取
る
場
合
で
も
、
大
学

が
近
く
に
あ
る
の
は
メ
リ
ッ

ト
に
な
る
。
和
歌
山
県
の
薬

剤
師
不
足
の
緩
和
だ
け
で
な

く
、
全
国
か
ら
優
秀
な
学
生

が
和
歌
山
に
来
て
育
ち
、
ま

た
全
国
へ
と
羽
ば
た
い
て
い

く
よ
う
な
薬
学
部
に
な
っ
て

ほ
し
い
。

　

―
―
最
後
に
参
加
の
呼
び

か
け
を
。

　

和
歌
山
へ
の
交
通
は
不
便

で
、
和
歌
山
県
薬
の
会
員
数

も
１
０
０
０
人
に
満
た
な
い

が
、
で
き
る
だ
け
の
お
も
て

な
し
を
し
た
い
。

　

分
科
会
も
、
将
来
の
薬
剤

師
像
を
考
え
ら
れ
る
内
容
に

し
て
い
る
。
現
地
参
加
が
あ

り
が
た
い
が
、
時
間
を
取
れ

な
い
方
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参

加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し

く
思
う
。

者
と
の
連
携
、
行
政
担
当
者

と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
が

重
要
に
な
る
。
地
域
の
様
々

な
関
係
者
の
信
頼
を
得
て
、

皆
で
仲
良
く
医
療
や
介
護
の

提
供
に
取
り
組
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
思

い
を
込
め
て
「
和
の
心
」
と

い
う
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
設
定

し
、そ
こ
に
和
歌
山
の「
和
」

も
か
け
た
。

　

一
方
、
単
に
仲
良
く
す
る

だ
け
で
は
な
く
、「
和
し
て

同
ぜ
ず
」
と
い
う
格
言
が
あ

る
よ
う
に
、
専
門
職
と
し
て

自
分
の
意
見
を
大
切
に
す
る

こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。
和
に

は
そ
ん
な
意
味
も
込
め
て
い

る
。

　

議
論
す
る
時
は
既
に
過
ぎ

た
。
薬
剤
師
は
信
頼
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
行
動
に
移
す

必
要
が
あ
る
。
そ
ん
な
思
い

か
ら
、
未
来
へ
と
い
う
副
題

を
つ
け
た
。

　

―
―
今
回
の
大
会
の
概
要

や
特
徴
は
。

　

会
場
は
、
和
歌
山
県
民
文

化
会
館
、
和
歌
山
城
ホ
ー

ル
、
和
歌
山
県
立
医
大
薬
学

部
キ
ャ
ン
パ
ス
、
ダ
イ
ワ
ロ

イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル
和
歌
山
、

ホ
テ
ル
ア
バ
ロ
ー
ム
紀

の
国
の
５
カ
所
で
開
催

す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

骨
組
み
は
基
本
的
に
例

年
の
学
術
大
会
と
変
わ

ら
な
い
。
各
分
科
会
等

の
内
容
を
今
回
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
も
の
に
し

よ
う
と
工
夫
を
凝
ら
し

た
。

　

現
地
開
催
に
加
え
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

ラ
イ
ブ
配
信
を
行
う
。

現
地
だ
け
で
な
く
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
参
加
も
可
能
だ
。
ラ

イ
ブ
配
信
は
、
特
別
記
念
講

演
、特
別
講
演
、会
長
講
演
、

分
科
会
、
一
部
の
共
催
セ
ミ

ナ
ー
を
対
象
と
し
、
一
般
口

頭
発
表
や
ポ
ス
タ
ー
発
表
は

現
地
発
表
の
み
と
な
る
。

　

前
回
の
宮
城
大
会
を
参
考

に
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

開
催
す
る
こ
と
は
当
初
か
ら

計
画
し
て
い
た
。
本
当
は
、

一
般
口
頭
発
表
や
ポ
ス
タ
ー

発
表
も
ラ
イ
ブ
で
配
信
し
た

か
っ
た
が
、
経
費
の
関
係
上

や
む
な
く
断
念
し
た
。
後
日

の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
も
、

予
算
の
関
係
で
実
現
で
き
な

か
っ
た
。

　

ラ
イ
ブ
配
信
の
費
用
の
上

乗
せ
に
よ
っ
て
赤
字
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
参
加
費
を
見

直
し
た
り
、
日
薬
か
ら
の
補

助
金
を
増
や
し
て
も
ら
っ
た

り
、
経
費
を
削
減
し
た
り
し

て
収
支
を
計
画
し
た
。
予
定

通
り
の
参
加
者
が
集
ま
れ
ば

収
支
は
何
と
か
な
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

　

―
―
開
催
に
当
た
っ
て
苦

労
、工
夫
し
た
こ
と
は
何
か
。

　

和
歌
山
県
で
の
日
薬
学
術

大
会
の
開
催
は
初
め
て
に
な

る
。
小
規
模
な
都
市
で
開
催

に
苦
労
す
る
の
は
目
に
見
え

て
い
た
が
、
担
当
し
た
い
と

数
年
前
に
手
を
挙
げ
た
。
主

要
な
大
都
市
で
な
い
と
学
術

大
会
を
開
催
で
き
な
い
の
は

面
白
く
な
い
。
全
国
で
も
最

も
規
模
が
小
さ
い
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
和
歌
山
県

で
も
開
催
で
き
る
と
実
証
す

る
こ
と
で
、
他
の
ど
こ
の
地

域
で
も
受
け
持
つ
こ
と
が
で

き
る
と
思
っ
て
も
ら
い
た

か
っ
た
。

　

和
歌
山
市
内
に
は
宿
泊
で

き
る
ホ
テ
ル
が
少
な
い
。
Ｊ

Ｔ
Ｂ
を
通
じ
て
和
歌
山
市
や

関
西
国
際
空
港
方
面
で
確
保

で
き
た
宿
泊
施
設
の
人
数
は

約
１
２
０
０
人
分
し
か
な

か
っ
た
。
岸
和
田
市
や
堺

市
、
難
波
な
ど
で
宿
泊
せ
ざ

る
を
得
な
い
人
が
結
構
な
数

い
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
、
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定

し
た
。
朝
の
開
始
時
間
を
遅

め
に
、
夕
方
は
早
め
に
終
わ

る
よ
う
に
し
た
。

　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
す

る
。
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
駅
、
南
海

電
車
和
歌
山
市
駅
、
県
民
文

化
会
館
、和
歌
山
城
ホ
ー
ル
、

主
要
ホ
テ
ル
を
結
ぶ
複
数
の

ル
ー
ト
を
設
定
し
た
。

　

―
―
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
ど

こ
ろ
や
聞
き
ど
こ
ろ
は
。

　

分
科
会
は
計
19
題
あ
る
。

未
来
志
向
と
い
う
意
味
で
分

科
会
９
は
「
近
未
来
の
薬
剤

師
業
務
と
薬
剤
師
像
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
設
定
し

た
。
厚
生
労
働
省
の
「
薬
剤

師
の
養
成
及
び
資
質
向
上
等

に
関
す
る
検
討
会
」
の
構
成

員
を
務
め
る
赤
池
昭
紀
先
生

（
和
歌
山
県
立
医
大
薬
学
部

教
授
）の
基
調
講
演
の
ほ
か
、

太
田
美
紀
先
生
（
厚
労
省
医

薬
・
生
活
衛
生
局
総
務
課
薬

事
企
画
官
）
ら
の
講
演
が
あ

る
。
中
央
の
検
討
会
で
ど
の

よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
、
ど

の
よ
う
な
薬
剤
師
の
未
来
を

描
い
て
い
る
の
か
を
話
し
て

も
ら
え
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　

分
科
会
２
「
海
外
の
医
療

制
度
と
薬
剤
師
業
務
」
で

は
、
米
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド

イ
ツ
、
台
湾
で
働
く
薬
剤
師

に
各
国
で
の
業
務
内
容
や
展

望
を
話
し
て
い
た
だ
く
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
伴
い
、
海
外
の
よ

う
に
日
本
で
も
薬
剤
師
が
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
担
い
手
に
な

れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
話

題
に
な
っ
た
。
実
際
に
海
外

の
薬
剤
師
は
、
日
本
の
薬
剤

師
の
よ
う
に
一
包
化
調
剤
や

在
宅
医
療
へ
の
関
与
、
投
薬

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど

き
め
細
か
い
関
わ
り
を
し
て

い
る
の
か
、
日
本
と
海
外
で

ど
の
よ
う
に
業
務
内
容
が
異

な
る
の
か
、
そ
ん
な
話
を
聞

い
て
み
た
い
と
分
科
会
を
企

画
し
た
。
海
外
の
現
状
を
知

る
こ
と
は
日
本
の
薬
剤
師
の

将
来
を
考
え
る
上
で
参
考
に

な
る
。

　

和
歌
山
県
に
は
過
疎
地
が

多
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
分
科

会
12
「
へ
き
地
・
過
疎
地
に

お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
」
を

企
画
し
た
。
ま
た
、
和
歌
山

県
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
分

科
会
15
「
や
が
て
来
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
て

―
薬
剤
師
が
果
た
す
べ
き
役

割
」
で
は
、
災
害
発
生
時
の

対
策
を
参
加
者
に
も
考
え
て

も
ら
い
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
関
係
と
し
て
、
分
科
会

３
「
コ
ロ
ナ
禍
で
芽
生
え
た

新
た
な
薬
剤
師
業
務
を
考
え

る
」、
分
科
会
７
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
類

型
変
更
以
降
の
学
校
薬
剤
師

へ
の
期
待
―
子
供
た
ち
の
未

来
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
」
を
設
け
た
。

　

未
来
の
薬
剤
師
の
業
務
を

考
え
る
上
で
、分
科
会
８「
医

療
Ｄ
Ｘ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
薬
局

の
業
務
」、
分
科
会
14
「
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ス
ン
の
進
展

と
薬
剤
師
の
関
与
」
に
も
注

目
し
て
ほ
し
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
薬
学
教
育
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
、
和
歌
山
県
薬
が
力

を
入
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

フ
ァ
ー
マ
シ
ス
ト
等
に
関
す

る
分
科
会
を
企
画
し
て
い

る
。
ぜ
ひ
聴
い
て
も
ら
い
た

い
。

　

―
―
一
般
演
題
数
や
参
加

者
数
の
見
込
み
は
。

　

一
般
口
頭
発
表
は
約
１
４

０
題
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
は
約

２
７
０
題
で
、
前
回
大
会
と

ほ
ぼ
同
程
度
か
や
や
上
回
る

く
ら
い
だ
。

　

参
加
者
数
は
、
現
地
５
０

０
０
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
２
０

０
０
人
の
計
７
０
０
０
人
を

目
標
に
し
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
昨
年
は
参
加
を
見
合
わ

せ
る
気
配
も
感
じ
ら
れ
た

が
、
今
年
は
そ
れ
が
緩
和
さ

れ
、
よ
り
多
く
の
参
加
者
が

来
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
る
。


